
特
集
‥
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
一
〇
〇
周
年
・
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
日
伯
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

報
告
5

販
売
・
勧
誘
ル
ー
ル
、
広
告
的
申
込
み
、

情
報
提
供
義
務

│
│
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
消
費
者
法
比
較
│
│

前

田

美

千

代

一

販
売
・
勧
誘
ル
ー
ル
の
二
重
性
│
│
販
売
方
法
に
関
す
る

ル
ー
ル
と
広
告
に
関
す
る
ル
ー
ル
│
│

1

消
費
者
の
た
め
の
法
典
の
不
在

わ
が
国
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
（Co

´
dig

o
d
e

P
roteç

a
~

o
e
D
efesa

d
o
C
o
n
s
u
m
id
or:

C
D
C

）
や
フ
ラ
ン
ス

消
費
法
典
（Co

d
e
d
e
la

C
o
n
so

m
m
atio

n

）
の
よ
う
な
消
費

者
の

法
典
（

）

は
存
在
し
な
い
。
代
わ
り
に
、
そ
れ

自
体
の
各
適
用
領
域
は
限
定
さ
れ
る
多
数
の
特
別
法
に
よ
り
、

い
わ
ゆ
る

消
費
者
法

と
い
う
法
領
域
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
一
つ
の
消
費
者
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
律
は
、
そ

の
全
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
民
商
法
、
行
政
法
、
経
済
法
等
の
既
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存
の
法
分
野
の
多
岐
に
わ
た
る
。

2

勧
誘

規
制

も
と
も
と
、
わ
が
国
の

勧
誘

規
制
は
、
悪
質
商
法
へ
の

対
処
と
い
う
観
点
か
ら
、
業
法
に
よ
る
事
業
者
の
行
為
規
制

（
行
政
官
庁
に
よ
る
取
引
へ
の
事
前
規
制
）
を
中
心
に
発
展
し
、

契
約
取
消
権
や
損
害
賠
償
請
求
権
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
権
と

い
っ
た
私
法
的
な
効
果
を
直
接
付
与
す
る
場
合
は
限
定
さ
れ
て

い
た
。
訪
問
販
売
員
の
執
拗
な
勧
誘
に
よ
り
不
必
要
な
契
約
を

締
結
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
業
法
規
制
た
る
（
改
正
前
）
特
定

商
取
引
法
〔
旧
訪
問
販
売
法
〕
の
下
で
、
訪
問
販
売
業
者
に
対

す
る
行
政
指
導
や
刑
事
制
裁
が
行
わ
れ
て
も
、
締
結
さ
れ
た
契

約
の
取
消
し
や
個
々
の
消
費
者
が
被
っ
た
損
害
の
賠
償
に
つ
い

て
は
、
錯
誤
や
詐
欺
、
強
迫
な
ら
び
に
不
法
行
為
と
い
っ
た
民

法
の
規
定
に
よ
り
対
処
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

契
約
締
結
過
程
の
適
正
化
に
関
連
し
た
事
業
者
の
私
法
上
の

責
任
が
正
面
か
ら
規
定
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
相
次
い

で
制
定
さ
れ
た
消
費
者
契
約
法
お
よ
び
金
融
商
品
販
売
法
で
あ

る
。
両
法
に
よ
り
、
事
業
者
の

勧
誘

行
為
に
対
す
る
法
規

制
は
、
業
法
的
な
行
為
規
制
中
心
か
ら
私
法
的
効
果
の
直
接
的

付
与
（
民
事
ル
ー
ル
の
導
入
）
へ
と
進
展
し
、
さ
ら
に
、
二
〇

〇
四
年
の
特
定
商
取
引
法
改
正
に
よ
る
取
消
権
の
明
定
に
よ
り

決
定
的
と
な
っ
た
。

3

広
告

規
制

こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
の

広
告

規
制
は
、
い
わ
ゆ
る

競
争
法
と
い
う
領
域
に
よ
り
担
わ
れ
て
き
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
上
の
競
争
戦
略
の
一
つ
と
し
て
、

広
告

や

表
示

を

規
制
の
対
象
と
し
て
き
た
の
は
、
不
正
競
争
防
止
法
、
独
占
禁

止
法
お
よ
び
そ
の
補
完
法
・
特
別
法
と
し
て
の
景
品
表
示
法
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
が
国
に
お
け
る

勧
誘

と

広
告
・

表
示

は
、
前
者
が
悪
質
商
法
へ
の
対
処
に
向
け
た
事
業
者
へ

の
行
為
規
制
、
後
者
が
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
下
で
の
公
正
取
引

と
い
う
形
で
、
異
な
る
視
点
か
ら
異
な
る
法
に
よ
り
規
制
が
な

さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
競
争
法
の
領
域
に
お
い
て
も
、

公
正
取
引
ル
ー
ル
中
心
か
ら
民
事
ル
ー
ル
の
導
入
へ
と
い
う
類

似
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
景
品
表
示
法
上
の
不
当

表
示
（
な
ら
び
に
特
定
商
取
引
法
上
の
禁
止
行
為
）
に
つ
き
、
一

定
の
消
費
者
団
体
に
よ
る
差
止
請
求
制
度
を
設
け
る
と
の
法
改

正
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
景
品
表
示
法
と
特
定
商
取
引
法
は
、
広
告
に
お
け
る

特
定
事
項
の
明
示
義
務
や
虚
偽
・
誇
大
広
告
等
の
禁
止
規
定
に
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お
い
て
共
通
す
る
。
二
〇
〇
四
年
の
特
定
商
取
引
法
改
正
で
、

商
品
の
効
能
・
効
果
の
表
示
又
は
勧
誘
が
不
実
告
知
に
該
当
す

る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
、
合
理
的
根
拠
を
示
す
資
料
の
提

出
を
義
務
付
け
る
規
定
が
創
設
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
、
二
〇
〇

三
年
に
景
品
表
示
法
に
お
い
て
導
入
さ
れ
て
い
た
制
度
で
あ
る
。

4

体
系
的
な
消
費
者
法
の
追
求

以
上
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
消
費
者
法
領
域
で
は
、
業
法
ル

ー
ル
・
公
正
取
引
ル
ー
ル
と
民
事
ル
ー
ル
の
再
編
・
統
合
が
進

ん
で
い
る
。
販
売
方
法
（
悪
質
商
法
）
に
つ
い
て
は
特
定
商
取

引
法
に
よ
り
規
制
し
、
広
告
・
表
示
に
つ
い
て
は
景
品
表
示
法

に
よ
り
規
制
す
る
と
い
う
二
重
ル
ー
ル
は
、
改
革
を
迫
ら
れ
て

い
る
。
実
際
、
通
信
販
売
事
業
者
の
勧
誘
は
、
常
に
広
告
を
通

じ
て
行
わ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
通
信
販
売
の
一

般
化
に
伴
っ
て
、
消
費
者
の
目
線
で
も
、

勧
誘

と

広
告

は
接
近
し
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
業
法
ル
ー
ル
・
公
正
取
引

ル
ー
ル
と
、
広
告
的
申
込
み
（
ブ
ラ
ジ
ル
法
上
の
概
念
）
や
情

報
提
供
義
務
と
い
っ
た
民
事
ル
ー
ル
と
の
理
論
的
な
関
係
、
な

ら
び
に
、
情
報
提
供
義
務
の
効
果
と
し
て
の
契
約
取
消
権
お
よ

び
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
比
較
法
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

二

広
告
的
申
込
み

1

特
定
商
取
引
法
に
お
け
る
通
信
販
売
広
告

わ
が
国
で
は
、
広
告
的
申
込
み
と
い
う
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保

護
法
典
上
の
概
念
は
存
在
し
な
い
。
逆
に
、

申
込
書
に
記
入

す
る

と
日
常
的
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
申
込
み
を
行
う
の

は
消
費
者
で
あ
り
、
そ
れ
を
承
諾
し
契
約
を
成
立
さ
せ
る
の
が

事
業
者
で
あ
る
と
い
う
伝
統
的
な
立
場
に
依
拠
し
て
い
る
。
ブ

ラ
ジ
ル
・
日
本
と
も
に
、
民
法
に
お
い
て
、
一
般
的
な
商
業
広

告
は
、
申
込
み
の
誘
引
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、

わ
が
国
で
は
、
通
信
販
売
を
規
制
す
る
特
定
商
取
引
法
に
お
い

て
、
通
信
販
売
と
は
、
事
業
者
が
消
費
者
か
ら
の

契
約
の
申

込
み
を
受
け
て
行
う

取
引
と
さ
れ
て
い
る
（
二
条
二
項
）。

こ
う
し
て
、
事
業
者
の
行
う
通
信
販
売
広
告
や
カ
タ
ロ
グ
は
、

申
込
み
の
誘
引
で
あ
り
、
消
費
者
が
そ
れ
ら
の
広
告
を
見
て
申

込
み
を
な
し
、
事
業
者
が
そ
の
申
込
み
を
受
け
て
承
諾
し
、
契

約
が
成
立
す
る
。

通
信
販
売
広
告
に
つ
い
て
は
、
特
定
商
取
引
法
の
下
で
、
事

業
者
の
名
称
等
、
広
告
に
必
ず
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内

容
に
関
す
る

積
極
的
記
載
事
項

（
一
一
条
）
と
、
誇
大
広
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告
等
の
禁
止
と
い
っ
た
記
載
し
て
は
な
ら
な
い
内
容
に
関
す
る

消
極
的
記
載
事
項

（
一
二
条
）
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
違

反
に
つ
い
て
は
、
指
示
命
令
（
一
四
条
）
や
業
務
停
止
命
令

（
一
五
条
）
と
い
っ
た
行
政
責
任
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
私
法
上
の
効
果
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
く
、
訪
問
販
売
そ

の
他
の
類
型
で
は
認
め
ら
れ
て
い
る
消
費
者
の
取
消
権
も
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
権
も
、
通
信
販
売
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
今
夏
、
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
及
び
割
賦
販
売
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
〔
平
成
二
十
年
法
律
第
七
十
四
号
（
平

成
二
十
年
六
月
十
八
日
）〕
に
よ
り
、
通
信
販
売
に
つ
い
て
よ
う

や
く
、
商
品
の
引
渡
し
か
ら
起
算
し
て
八
日
間
の
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
改
正
特
商
法
一

五
条
の
二
）。
し
か
し
、
同
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
権
を
行
使
し
た
際
の
商
品
返
還
に
要
す
る
費
用
が
購

入
者
負
担
と
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
四
九

条
の
規
定
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ブ
ラ
ジ
ル
法

で
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
権
は
消
費
者
の
権
利
（direito

d
o
co

n
s
u
m
id
or

）
で
あ
り
、
そ
の
行
使
は
正
当
か
つ
法
的

（lı́ cita
e
ju
rı́
dica

）
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
行
使
に
際
し

て
消
費
者
は
何
ら
の
負
担
も
負
う
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
事
業
者
は
、
店
舗
販
売
で
は
な
く
、

訪
問
販
売
や

D
M

に
よ
る
販
売
（
つ
ま
り
無
店
舗
販
売
）
と
い

っ
た
よ
り
直
接
的
・
即
効
的
な
販
売
方
法
（pra

´
ticas

co
m
er‑

ciais
m
ais

in
cisiv

as

）
を
自
ら
選
択
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ

に
伴
う
取
引
上
の
リ
ス
ク
（

）
も
負
担
す
べ
き

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
消
費
者
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
権
を
有
す

る
取
引
形
態
で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
無
店
舗
販
売
事
業
を

営
む
以
上
は
、
消
費
者
に
よ
る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
権
の
行
使

に
よ
り
契
約
を
解
除
さ
れ
る
リ
ス
ク
も
す
べ
て
負
担
す
べ
き
と

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
事
業
者
が
勧
誘
を
す
る
に
際
し
、

重
要
事
項
に
つ

い
て
事
実
と
異
な
る
こ
と
を
告
げ
る
こ
と

を
し
て
、
消
費
者

が

当
該
告
げ
ら
れ
た
内
容
が
事
実
で
あ
る
と
の
誤
認

を
し

た
場
合
、
取
消
権
を
認
め
る
消
費
者
契
約
法
四
条
一
項
一
号
が

存
在
す
る
が
（
後
述
）、
本
条
の

勧
誘

に
広
告
は
含
ま
れ

な
い
と
す
る
の
が
立
法
を
担
当
し
た
経
済
企
画
庁
（
現
内
閣

府
）
の
立
場
で
あ
る
た
め
、
消
費
者
が
事
実
と
異
な
る
広
告
内

容
に
基
づ
き
誤
認
し
て
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
三
五

条
の
よ
う
な
取
消
し
や
損
害
賠
償
と
い
っ
た
私
法
的
な
効
果
は

当
然
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
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2

業
法
ル
ー
ル
違
反
と
私
法
上
の
効
果

通
常
は
民
事
責
任
規
定
を
欠
く
こ
れ
ら
の
業
法
ル
ー
ル
違
反

に
際
し
て
、
個
々
の
消
費
者
の
民
事
的
救
済
を
図
る
た
め
、
主

に
次
の
二
つ
の
責
任
が
民
法
上
で
議
論
さ
れ
て
き
た
。
一
つ
目

は
、
前
述
の
ご
と
く
、
不
当
勧
誘
と
い
う
事
業
者
の
行
為
態
様

に
着
目
し
、
民
法
上
の
不
法
行
為
責
任
（
七
〇
九
条
）
を
追
及

し
、
事
業
者
の
損
害
賠
償
責
任
を
肯
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
二
つ
目
は
、
福
祉
国
家
・
社
会
国
家
に
お
け
る
弱
者
保
護

の
視
点
か
ら
国
家
に
よ
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
介
入
に

よ
る
正
義
の
確
保
を
目
指
す

消
費
者
公
序

論
の
下
、
業
法

ル
ー
ル
と
い
う
取
締
規
定
に
違
反
し
た
契
約
の
私
法
上
の
効
力

を
論
じ
る
こ
と
で
、
あ
る
べ
き
契
約
内
容
か
ら
逸
脱
し
た
契
約

に
つ
き
、
そ
の
不
合
理
さ
ゆ
え
に
公
序
良
俗
（
九
〇
条
）
に
反

す
る
契
約
で
あ
る
と
し
て
、
契
約
の
無
効
化
を
認
め
る
こ
と
、

な
ら
び
に
、
信
義
則
（
一
条
二
項
）
を
根
拠
に
情
報
提
供
義
務

を
課
し
、
そ
の
違
反
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
や
契
約
解

除
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。

三

情
報
提
供
義
務

1

消
費
者
契
約
法
に
お
け
る
情
報
提
供
義
務

日
本
法
に
お
け
る
情
報
提
供
義
務
は
、
宅
建
業
法
三
五
条

（
契
約
成
立
前
の
書
面
交
付
お
よ
び
説
明
義
務
）
や
金
融
商
品
取

引
法
三
七
条
の
三
（
契
約
締
結
前
の
書
面
交
付
義
務
）
の
よ
う
に
、

業
法
上
の
行
為
規
制
と
し
て
規
定
さ
れ
る
場
合
と
、
金
融
商
品

販
売
法
三
条
や
消
費
者
契
約
法
三
条
の
よ
う
に
、
民
事
責
任
要

件
も
し
く
は
民
事
責
任
原
理
と
し
て
規
定
さ
れ
る
場
合
と
が
あ

る
）

。
こ
こ
で
は
、
後
者
と
り
わ
け
消
費
者
契
約
法
に
関
し
て
、

同
法
四
条
の
消
費
者
取
消
権
と
と
も
に
考
察
す
る
。

消
費
者
契
約
法
の
目
的
は
、

消
費
者
と
事
業
者
と
の
間
の

情
報
の
質
及
び
量
並
び
に
交
渉
力
の
格
差

の
是
正
で
あ
る

（
一
条
）。
同
法
制
定
の
背
景
に
は
、
九
〇
年
代
に
促
進
さ
れ
た

規
制
緩
和

の
下
で
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
整
備
が
あ
り
、

情
報
・
交
渉
力
の
面
で
劣
る
市
場
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
消
費
者
）

の
自
立
支
援
ル
ー
ル
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

消
費
者
契
約
法
は
、

市
場
の
機
能
不
全

に
対
処
し
、
競
争

の
自
由
と
公
正
を
支
え
る
べ
く
、
独
占
禁
止
法
・
不
正
競
争
防

止
法
の
二
大
領
域
と
並
ぶ
公
正
な
市
場
確
保
の
た
め
の
第
三
の
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市
場
経
済
法
（M

ar
kt

w
irtsc

h
aftrec

ht

）
領
域
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で

経
済
法

（
競
争
法
）
の
領
域
に
属
し
て
い
た
も
の

が
、

私
法

の
領
域
に
取
り
込
ま
れ
、
民
事
上
の
効
果
（
サ

ン
ク
シ
ョ
ン
）
を
付
与
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
の
評
価
が
な

さ
れ
て
い
る

）
。

2

消
費
者
契
約
法
に
お
け
る
誤
認
類
型

消
費
者
契
約
法
四
条
一
項
・
二
項
の
い
わ
ゆ
る

誤
認
類

型

に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
法
と
対
比
し
て
具
体
的
に
検
討
す

る
。
消
費
者
契
約
法
四
条
一
項
・
二
項
の

誤
認
類
型

で
は
、

①

事
業
者
の
一
定
の
行
為

（
不
実
告
知
、
断
定
的
判
断
の
提

供
、
故
意
の
不
告
知
）
か
ら
消
費
者
の

誤
認

が
惹
起
さ
れ
、

②
こ
れ
に
よ
り
消
費
者
が
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
が
要
求
さ
れ
、

ま
た
、
二
重
に
要
求
さ
れ
る
因
果
関
係
（

不
当
な
勧
誘
行
為

と

誤
認

と
の
因
果
関
係
お
よ
び

誤
認

と

契
約
締
結

と

の
因
果
関
係
）
そ
の
他
の
要
件
事
実
の
主
張
・
立
証
責
任
が
消

費
者
側
の
負
担
と
さ
れ
て
い
る
。
民
法
上
の
詐
欺
（
九
六
条
）

の
要
件
と
比
べ
る
と
、
二
重
の
故
意
と
詐
欺
の
違
法
性
の
両
要

件
が
要
求
さ
れ
て
い
な
い
点
で
、
詐
欺
取
消
し
以
上
に
取
消
し

の
認
め
ら
れ
る
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
の
構
造
と
異
な
る
点
は
、
第
一

に
、
事
業
者
の
行
為
が
カ
タ
ロ
グ
化
さ
れ
一
定
の
行
為
に
限
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
消
費
者
の

誤
認

が
要
求
さ

れ
、
事
業
者
の
行
為
義
務
も
し
く
は
客
観
的
信
頼
〔
信
義
誠

実
〕
（bo

a‐
fe
´

o
bjetiv

a

）
に
基
づ
く
責
任
と
し
て
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
第
二
の
点
と
も
相
ま
っ
て
因
果
関
係

の
存
在
が
要
求
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
立
証
責
任
が
消
費
者

の
負
担
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

不
実
告
知

に
つ
い
て
、
そ
の
対
象
が
、

物

品
・
権
利
・
役
務

の
内
容
（
質
・
用
途
そ
の
他
の
内
容
）
お

よ
び

対
価
そ
の
他
の
取
引
条
件

と
い
う

重
要
事
項

に

限
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

内
容
の
誤
認

と

性
質
の

誤
認

に
そ
の
対
象
が
限
定
さ
れ
、
動
機
レ
ベ
ル
に
関
連
す
る
、

消
費
者
を
契
約
締
結
へ
と
動
機
づ
け
る
決
定
的
事
情

が
重

要
事
項
と
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
告
知
の
対
象
は
、

客

観
的
な
事
実
に
よ
り
真
実
又
は
真
正
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
る
内
容

で
あ
る
こ
と
を
要
し
、

主
観
的
な

評
価

は
こ
こ
に
該
当
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
説
明
の
対
象

を

重
要
事
項

に
限
定
し
た
理
由
は
、
情
報
提
供
義
務
を
広

範
に
認
め
る
こ
と
に
よ
る
中
小
事
業
者
の
負
担
過
重
を
考
慮
し

た
た
め
で
あ
る

）
。
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ま
た
、
不
作
為
に
よ
る
不
実
告
知
で
あ
る

故
意
の
不
告

知

に
つ
い
て
、

故
意

と
は
、

当
該
事
実
が
当
該
消
費
者

の
不
利
益
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
か
つ
、

当
該
消
費
者
が
当
該
事
実
を
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て

い
な
が
ら
、
あ
え
て

の
意
味
と
理
解
さ
れ
て
い
る

）
。
こ
れ
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
民
法
一
四
七
条
の
詐
欺
的
省
略
（o

m
issa
~

o
d
olosa

）

の
構
造
に
近
い

）
。
こ
の
よ
う
に
、
作
為
型
の
不
実
告
知
と
不
作

為
型
の
不
実
告
知
を
峻
別
し
た
上
、
後
者
に
つ
き

故
意

要

件
を
付
加
し
た
理
由
は
、
悪
質
ク
レ
ー
マ
ー
排
除
の
必
要
性
で

あ
る
。
積
極
的
に
不
実
の
情
報
を
提
供
し
た
場
合
は
と
も
か
く
、

重
要
情
報
を
提
供
し
な
か
っ
た
場
合
に
ま
で
、
契
約
取
消
し
の

リ
ス
ク
を
事
業
者
に
負
わ
せ
る
の
は
、
事
業
者
に
過
大
の
負
担

を
強
い
る
こ
と
に
な
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る

）
。

最
後
に
、

断
定
的
判
断
の
提
供

に
つ
い
て
は
、
不
実
告

知
が

自
己
決
定
の
基
礎
と
な
る
事
実
（
情
報
）
の
表
明

で

あ
る
の
に
対
し
て
、
断
定
的
判
断
の
提
供
は

自
己
決
定
の
基

礎
と
な
る
評
価
の
表
明

で
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
、

情

報
格
差

に
着
目
し
て
そ
の
是
正
を
図
る

情
報
の
提
供
に
関

す
る
民
事
ル
ー
ル

と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る

）
。

以
上
よ
り
、
消
費
者
契
約
法
四
条
の
誤
認
類
型
の
実
態
は
、

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
依
拠
し
た
情
報
格
差
の
是
正
と
い
う
よ
り

も
、
事
業
者
の
不
当
な
勧
誘
行
為
と
の
関
係
で
、
消
費
者
に
自

己
責
任
を
求
め
る
こ
と
が
不
適
切
な
場
合
に
限
っ
て
特
別
な
ル

ー
ル
を
認
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
も
と

も
と
消
費
者
契
約
法
四
条
の
規
定
が
、
旧
訪
問
販
売
法
（
現
特

定
商
取
引
法
）
五
条
の
二
に
業
法
ル
ー
ル
と
し
て
置
か
れ
て
い

た
不
実
告
知
類
型
と
威
迫
・
困
惑
類
型
を
民
事
ル
ー
ル
と
し
て

形
を
整
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
ル
ー
ツ
と
も
合
致
す
る
。
つ

ま
り
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
依
拠
し
た
情
報
格
差
の
是
正
に
着

目
し
た
情
報
提
供
義
務
で
は
な
く
、
勧
誘
行
為
の
違
法
・
不
当

性
判
断
を
緩
和
し
、
契
約
取
消
し
の
効
果
を
も
た
ら
す

不
公

正
な
取
引
方
法

の
対
象
を
民
法
上
の
詐
欺
行
為
（
故
意
の
欺

罔
行
為
）
よ
り
も
拡
張
す
る
と
い
う
、
交
渉
力
の
格
差
に
着
目

し
た

詐
欺
の
拡
張

と
し
て
の
情
報
提
供
義
務
が
こ
こ
で
は

問
題
と
さ
れ
て
い
る

）
。

わ
が
国
の
消
費
者
契
約
法
の
誤
認
類
型
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
消
費

者
保
護
法
典
の
広
告
的
申
込
み
も
、
欺
罔
の
意
図
（

）
を
要
し
な
い
点
で
、
民
法
上
の
詐
欺
と
は
決
定
的

に
異
な
る

）
。
両
者
の
違
い
は
、
前
者
に
お
い
て
、
消
費
者
の

誤
認

が
要
求
さ
れ
る
の
に
対
し
、
後
者
に
お
い
て
は
、
広
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告
的
申
込
み
を
構
成
す
る
に
足
る
、
情
報
の

十
分
な
明
確
さ

（precisa
~

o
s
uficie

nte

）

が
、
唯
一
の
要
件
と
な
っ
て
い
る

点
で
あ
る

）
。

四

ポ
ス
ト
福
祉
国
家
・
社
会
国
家
型
の
消
費
者
法
│
│
市
場

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
消
費
者
公
序
の
調
和
│
│

1

情
報
提
供
義
務
の
根
拠

本
来
、
自
己
責
任
原
則
の
下
で
、
自
己
決
定
に
必
要
な
情
報

は
、
各
自
が
自
ら
の
負
担
と
費
用
で
収
集
す
べ
き
で
あ
る
と
の

考
え
方
に
依
拠
す
る
近
代
民
法
の
原
理
を
消
費
者
契
約
に
お
い

て
修
正
し
、
情
報
収
集
リ
ス
ク
の
一
部
を
消
費
者
か
ら
事
業
者

に
転
嫁
す
る
の
が

情
報
提
供
義
務

で
あ
る
。
わ
が
国
の
金

融
商
品
販
売
法
三
条
の
説
明
義
務
は
、
そ
の
効
果
が
損
害
賠
償

に
限
定
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
い

る
。
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
三
一
条
の
情
報
提
供
義
務

（de
v
er

d
e
infor

m
ar

）
も
、
同
様
に
、
市
場
原
理
が
機
能
す

る
た
め
の
基
盤
整
備
の
た
め
、
情
報
の
対
等
性
を
確
保
し
自
由

で
公
正
な
市
場
を
実
現
す
る
た
め
に
事
業
者
に
課
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
消
費
者
契
約
法
四
条
の
情
報
提
供
モ
デ
ル
は
、

同
法
一
条
の
規
定
に
も
拘
ら
ず
、

交
渉
力
の
格
差

の
み
に

着
目
し
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
理
論
と
同
様
に
、

詐
欺
の
拡
張

と
し
て
情
報
提
供
義
務
を
捉
え
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
情
報
格
差
・
交
渉
力
格
差
の
是
正
を
通
じ
て
市

場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
機
能
さ
せ
る
副
産
物
と
し
て
、
契
約
の
有
効

性
を
判
断
す
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
か
。
公
正
な
市
場
メ
カ
ニ
ズ

ム
さ
え
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
、
消
費
者
の
選
択
自
由
・
決
定
自

由
が
高
め
ら
れ
、
そ
れ
が
消
費
者
の
福
祉
に
も
役
立
つ
と
考
え

る
の
は
楽
観
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
わ
が
国
の
消
費
者
契
約

法
や
金
融
商
品
販
売
法
で
は
、
情
報
格
差
・
交
渉
力
格
差
が
存

在
す
る
限
り
に
お
い
て
、
契
約
の
有
効
性
の
否
定
や
損
害
賠
償

の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
年
齢
、
不

十
分
な
知
識
・
経
験
不
足
、
経
済
的
立
場
の
弱
さ
、
行
動
能
力

や
理
解
能
力
の
欠
如
等
の
た
め
に
社
会
に
お
い
て
他
者
よ
り
弱

い
立
場
に
あ
る
者
は
自
ら
の
利
益
擁
護
を
確
保
で
き
な
い
ゆ
え

に
法
的
保
護
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
と
の

消
費
者
公
序

の

視
点
を
、
私
人
間
契
約
の
有
効
性
判
断
（
個
人
的
利
益
保
護
を

も
内
容
と
す
る
公
序
良
俗
判
断
な
ら
び
に
合
意
の
瑕
疵
に
関
す
る
判

断
）
に
取
り
込
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
専
門
家
責
任
な
ど
の

根
拠
に
基
づ
く

社
会
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
責
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任

も
、
健
全
な
競
争
市
場
の
考
え
方
に
基
づ
く
情
報
格
差
・

交
渉
力
格
差
の
是
正
要
請
の
下
で
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
制
度

と
し
て
課
さ
れ
る
の
か
が
問
題
と
な
る

）
。

こ
の
点
、
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
三
一
条
の
情
報
提
供

義
務
は
、
同
法
典
四
条
本
文
に
明
文
化
さ
れ
た

透
明
性
原
理

（prin
cı́
pio

d
a
tra

n
sp

are
＾

n
cia

）

を
そ
の
根
拠
と
し
つ
つ
も
、

消
費
者
が
完
全
な
情
報
を
欠
く
状
況
で
失
わ
れ
や
す
い

客
観

的
信
頼
〔
信
義
誠
実
〕
原
理
（prin

cı́
pio

d
a
b
o
a‐
fe
´

o
bjeti‑

v
a

）

か
ら
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
消
費
者
の
実
効

的
な
保
護
の
た
め
に
は
、
情
報
の
詐
欺
性
お
よ
び
濫
用
性
の
規

制
の
み
で
は
十
分
で
な
く
、
事
業
者
に
、
積
極
的
な
情
報
提
供

義
務
を
履
行
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
広
告
に

関
し
て
は
、
消
費
者
が
、
取
得
す
る
こ
と
を
欲
す
る
製
品
ま
た

は
役
務
に
つ
い
て
、
完
全
か
つ
正
確
な
情
報
を
得
る
権
利
（
六

条
三
号
所
定
）
を
有
す
る
と
い
う
認
識
に
関
係
す
る

）
。

こ
の
よ
う
に
、
情
報
に
対
す
る
権
利
を
消
費
者
基
本
権
の
一

つ
と
す
る
考
え
方
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
情
報
提
供
義
務
の

根
拠
を
自
己
決
定
権
の
保
護
と
捉
え
、
か
つ
、
そ
の
自
己
決
定

権
は
、
公
正
な
市
場
の
確
保
を
通
じ
て
間
接
的
に
保
護
さ
れ
る

の
で
は
な
く
〔
市
場
原
理
ア
プ
ロ
ー
チ

）
〕
、
憲
法
の
定
め
る
自

由
権
的
基
本
権
（
幸
福
追
求
権
）
も
し
く
は
民
法
七
〇
九
条
の

意
味
で
の

権
利

と
し
て
、
直
接
的
に
そ
の
保
護
が
図
ら
れ

る
と
す
る
立
場
に
親
和
的
で
あ
る
〔
権
利
（
意
思
決
定
の
自
由
）

ア
プ
ロ
ー
チ

）
〕
。

消
費
者
に
対
す
る
情
報
は
、
市
場
の
実
現
に
際
し
て
最
低
必

要
条
件
（

）
で
あ
り

）
、
ブ
ラ
ジ
ル
消
費

者
保
護
法
典
三
一
条
の
規
定
は
、
消
費
の
市
場
に
製
品
・
役
務

に
関
す
る
情
報
を
投
下
す
る
と
い
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の

積
極
的
な
側
面
を

社
会
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
責

任

に
お
い
て
義
務
化
す
る
も
の
で
あ
る

）
。

2

勧
誘

に
お
け
る
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
消
費
者
公
序

の
調
和

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
が
国
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
フ
ラ
ン

ス
と
は
異
な
っ
て
、
統
一
的
な
消
費
者

法
典

を
持
た
ず
、

各
種
の
特
別
法
に
よ
る
個
別
的
対
応
あ
る
い
は
後
追
い
規
制
で
、

消
費
者
行
政

を
行
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、
消
費

者
契
約
法
制
定
の
際
に
も
、
ポ
ス
ト

福
祉
国
家
・
社
会
国

家

型
の
消
費
者
法
の
あ
る
べ
き
姿
を
め
ぐ
る
議
論
を
深
め
る

こ
と
な
く
、
消
費
者
法
の
目
的
・
使
命
が
曖
昧
な
ま
ま
立
法
へ

と
進
ん
だ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
消
費
者
法
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と
い
う
ミ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
各
特
別
法
で
広
く
使
用

さ
れ
る
文
言
で
あ
る

勧
誘

と
い
う
概
念
が
、
い
か
な
る
法

的
意
義
を
有
す
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
提
起
は
格
別
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
説
明
義
務
・
情
報
提
供
義
務
の
議
論

を
通
じ
て
、

勧
誘

に
際
し
て
事
業
者
は
消
費
者
の
自
己
決

定
権
を
確
保
す
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
ま
た
、

勧
誘

に
際
し
て
提
供
さ
れ
る

情
報

は
、
消
費
者
が
締
結
し
よ
う

と
す
る
契
約
を
通
じ
て
追
求
す
る
こ
と
を
欲
す
る
経
済
的
目
的

を
構
成
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
契
約
目
的
が
挫
折
し
た
場
合
の
リ

ス
ク
分
配
に
際
し
て
、
勧
誘
の
際
に
提
供
さ
れ
た
情
報
の
な
か

に
、
契
約
責
任
へ
と
組
み
込
ま
れ
る
べ
き
も
の
が
存
在
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、

勧
誘

に
は
、
消
費
者
の
自
己
決
定
権
を
保

護
す
べ
く
業
法
に
基
づ
く
行
為
規
制
や
私
法
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン

に
よ
り
そ
の
不
当
な
側
面
が
取
り
除
か
れ
て
な
お
、
消
費
者
に

情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
積
極
的
な
作
用
が
見
出
さ
れ
、
そ
う

し
て
提
供
さ
れ
る
情
報
に
対
す
る
消
費
者
の
期
待
は
決
し
て
曖

昧
な
も
の
で
は
な
く
、
契
約
内
容
を
構
成
す
べ
き
具
体
的
な
も

の
で
あ
る

）
。

ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
で
は
、

取
引
行
為

を

製

造
行
為

に
対
置
し
、
い
ず
れ
も
消
費
の
市
場
で
そ
の
よ
う
な

取
引
行
為
を
行
っ
た
か
否
か
ま
た
は
消
費
の
市
場
に
そ
の
よ
う

な
製
品
・
役
務
を
置
い
た
か
否
か
と
い
う
客
観
的
な
要
件
の
み

に
基
づ
き
、
事
業
者
の
故
意
・
過
失
と
い
う
主
観
を
問
わ
ず
そ

の
責
任
を
肯
定
す
る
。

製
造
行
為

の
責
任
に
つ
い
て
は

）
、

わ
が
国
で
も
製
造
物
責
任
法
と
し
て
立
法
化
さ
れ
て
い
る
。

勧
誘

行
為
に
対
す
る
以
上
の
理
解
に
基
づ
け
ば
、

取
引
行

為

に
同
様
の
責
任
を
課
し
た
と
し
て
も
、
決
し
て
重
過
ぎ
る

こ
と
は
な
い
。
三
〇
条
の
広
告
的
申
込
み
も
三
一
条
の
情
報
提

供
義
務
も
、
こ
う
し
た
第
五
章

取
引
行
為

に
置
か
れ
た
規

定
で
あ
る

）
。

三
〇
条
で
は
、
広
告
的
申
込
み
と
い
う
概
念
を
通
じ
、
善
詐

欺
（

）
を
契
約
責
任
へ
と
組
み
込
み

）
、
勧
誘
に
際

し
て
提
供
さ
れ
る
情
報
が
十
分
に
明
確
（suficie

nte
m
e
nte

precisa

）
な
も
の
で
あ
る
限
り
、

社
会
か
ら
要
請
さ
れ
て
い

る
事
業
者
の
責
任

と
し
て
、
情
報
内
容
の
真
実
性
そ
の
他
の

リ
ス
ク
を
重
要
情
報
か
否
か
に
拘
ら
ず
事
業
者
の
負
担
と
す
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
、
三
五
条
の
契
約
不

履
行
責
任
を
規
定
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
消
費
者
が
契
約
を
通
じ

て
追
求
し
た
経
済
的
目
的
の
契
約
不
適
合
に
対
す
る
選
択
的
な

法
的
救
済
手
段
を
付
与
し
て
い
る
。
つ
ま
り
消
費
者
の
契
約
目
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的
挫
折
の
リ
ス
ク
は
、
消
費
者
が
他
の
同
等
の
製
品
・
役
務
の

受
領
を
選
択
す
る
場
合
（
三
五
条
二
号
）
を
除
き
、
広
告
・
情

報
内
容
に
し
た
が
う
現
実
の
履
行
を
行
う
か
（
三
五
条
一
号
）、

契
約
の
解
消
・
取
消
し
（rescisa

~
o

）
に
甘
ん
じ
る
か
（
三
五

条
三
号
）
の
い
ず
れ
か
の
形
で
事
業
者
が
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
よ
う
に
三
五
条
が
契
約
目
的
挫
折
の
リ
ス
ク
を
予

め
分
配
す
る
根
拠
は
、
自
ら
提
供
す
る
製
品
・
役
務
に
関
す
る

正
確
な
情
報
を
持
ち
、
そ
れ
を
消
費
者
に
知
ら
せ
る
た
め
に
広

告
業
者
を
雇
う
申
込
み
の
名
人
と
し
て

）
、

社
会
か
ら
要
請
さ

れ
て
い
る
事
業
者
の
責
任

で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
正
確
な

情
報
を
提
供
す
る
事
業
者
の
義
務
に
対
応
す
る
、
消
費
者
基
本

権
の
一
つ
と
し
て
の
消
費
者
の
情
報
に
対
す
る
権
利
（
六
条
三

号
）
の
存
在
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
消
費
者
に
情
報
を
提
供
す
べ
き
義
務
は
、

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
依
拠
す
る
の
み
な
ら
ず
、
明
文
の
消
費
者

基
本
権
と
し
て
、
そ
の
明
確
な
権
利
性
の
裏
付
け
を
と
も
な
う

）
。

ま
た
、
三
〇
条
の
広
告
的
申
込
み
は
、
契
約
の
申
込
者
と
承
諾

者
を
転
換
し
、
消
費
者
に
契
約
成
立
に
係
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ

を
と
ら
せ
る
目
的
を
有
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

）
。
さ

ら
に
、
六
条
八
号
で
は
、
年
齢
、
不
十
分
な
知
識
・
経
験
不
足
、

経
済
的
立
場
の
弱
さ
、
行
動
能
力
や
理
解
能
力
の
欠
如
等
の
た

め
に
社
会
に
お
い
て
他
者
よ
り
弱
い
立
場
に
あ
る
者
に
関
し
て

柔
軟
に
証
明
責
任
を
転
換
し
う
る
消
費
者
の
基
本
権
も
規
定
さ

れ
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
と
い
う
比
較
的
早
い
時
期
に
成
立
し
た
消
費
者

法
で
あ
り
な
が
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
は
、
福
祉
国

家
型
消
費
者
法
と
ポ
ス
ト
福
祉
国
家
型
消
費
者
法
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
す
る
形
で
原
理
の
面
に
お

い
て
一
貫
し
て
お
り
、
そ
れ
が
、
具
体
的
条
文
に
お
い
て
も
、

権
利
や
義
務
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
立
後
す
で
に
一

八
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
民
事
実
体
法
た
る
第
一
編

（Tı́
tulo

I

）
の
第
四
章
（Ca

pı́
tulo

I
V

）、
第
五
章
（Ca

pı́
tulo

V

）、
第
六
章
（Ca

pı́
tulo

V
I

）
に
関
し
、
そ
の
後
の
新
た
な

法
改
正
や
判
例
の
動
向
な
ど
が
あ
れ
ば
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。

（
1
）

大
村
敦
志

消
費
者
法

一
六
頁
（
有
斐
閣
、
第
三
版
、

二
〇
〇
七
年
）。

（
2
）

日
本
の
判
例
は
、
事
業
者
に
よ
る
不
当
な
勧
誘
と
い
う

実
態
に
着
目
し
、
そ
の
よ
う
な
違
法
な
取
引
行
為
に
つ
い
て
、

不
法
行
為
構
成
に
よ
る
消
費
者
の
救
済
を
図
っ
て
き
た
。
こ

特集 : ブラジル移民一〇〇周年・慶應義塾創立一五〇年記念日伯比較法シンポジウム

67



の
点
、
一
般
の
取
引
か
ら
一
方
当
事
者
が
損
失
を
被
り
、
他

方
当
事
者
が
そ
れ
を
予
期
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
通

常
は
不
法
行
為
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
各
種
の
悪
質
商

法
に
代
表
さ
れ
る
詐
欺
的
な
商
法
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
行
為
態
様
は
違
法
と
評
価
し
得
る
の
で
不

法
行
為
が
成
立
す
る
。
先
物
取
引
の
客
殺
し
商
法
や
現
物
ま

が
い
商
法
の
よ
う
に
積
極
的
に
客
を
騙
し
た
も
の
、
催
眠
商

法
の
よ
う
に
判
断
力
を
失
わ
せ
る
手
法
を
用
い
た
も
の
、
株

式
取
引
に
お
け
る
利
回
り
保
証
や
断
定
的
判
断
の
提
供
等
の

甘
言
を
も
っ
て
客
を
取
引
に
引
き
込
ん
だ
も
の
、
デ
ー
ト
商

法
等
の
性
的
魅
力
を
も
っ
て
客
を
取
引
に
誘
い
込
む
も
の
、

ワ
ラ
ン
ト
債
を
め
ぐ
る
判
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
判
断
能
力

が
十
分
で
な
い
者
に
リ
ス
ク
の
説
明
も
せ
ず
無
責
任
に
危
険

な
取
引
に
引
き
込
ん
だ
も
の
な
ど
形
態
は
い
ろ
い
ろ
異
な
る

が
、
取
引
の
手
法
そ
の
も
の
の
違
法
性
・
社
会
的
不
当
性
が
、

不
法
行
為
責
任
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
（
加
藤
雅
信

新
民

法
大
系

事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為

二
〇
九
頁

（
有
斐
閣
、
第
2
版
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
）。

（
3
）

消
費
者
契
約
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
〔
平
成
二

十
年
法
律
第
二
十
九
号
（
平
成
二
十
年
五
月
二
日
）〕。
同
種

の
被
害
が
不
特
定
多
数
の
者
に
急
速
に
拡
大
す
る
と
い
う
消

費
者
被
害
の
特
徴
を
ふ
ま
え
、
景
品
表
示
法
違
反
行
為
（
不

当
表
示
）
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
公
正
取
引
委
員
会
に
よ

る
法
執
行
に
加
え
、
適
格
消
費
者
団
体
に
差
止
請
求
権
を
付

与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
被
害
へ
の
柔
軟
か
つ
迅
速
な

対
応
を
可
能
に
し
た
。
特
定
商
取
引
法
に
つ
い
て
も
、
規
制

の
対
象
で
あ
る
六
つ
の
取
引
類
型
の
す
べ
て
に
つ
き
、
禁
止

行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
同
様
の
観
点
か
ら
適
格
消
費
者
団

体
に
よ
る
差
止
請
求
が
可
能
と
な
っ
た
。
消
費
者
団
体
訴
訟

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
特
集
・
三
木
浩
一
教
授
の
報

告
6
を
参
照
。

（
4
）

こ
の
点
に
関
す
る
問
題
意
識
に
つ
き
、
拙
稿

ブ
ラ
ジ

ル
消
費
者
保
護
法
典
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
規
制
の
背

景
│
集
団
的
利
益
（interesse

difu
so

）
を
考
慮
し
た

勧

誘

概
念
の
構
築
に
向
け
て
│

法
学
研
究
八
一
巻
三
号
三

六
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
5
）

回
顧
権
（direito

d
e
arre

p
e
n
di

m
e
nto

）
に
関
す
る

ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
四
九
条
に
お
い
て
も
、
同
じ
く

商
品
の
引
渡
し

か
ら
起
算
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
法
・
ブ
ラ

ジ
ル
消
費
者
法
へ
の
招
待

三
色
旗
（
慶
應
義
塾
大
学
通
信

事
業
部
）
七
二
四
号
一
〇
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
6
）N

elso
n

N
E
R
Y

J
Ú
N
I
O
R,

D
a

P
roteç

a
~

o
C
o
n‑

tratu
al,

C
o
´

dig
o
B
rasileiro

d
e
D
efesa

d
o
C
o
n
s
u
m
i‑

d
or

C
o
m
e
nta

d
o

p
elos

A
utores

d
o

A
nte

projeto,

9
ae
d.,

R
io

d
e
Ja

n
eiro,

2
0
07,

p.
5
5
2.
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（
7
）

拙
稿
・
前
掲
注（
4
）八
七
頁
〔
注（
104

）〕
に
掲
載
し
た

文
献
の
ほ
か
、
羽
田
さ
ゆ
り

ド
イ
ツ
に
お
け
る
取
締
規
定

違
反
行
為
の
私
法
上
の
効
力
│

B
G
B
一
三
四
条
に
関
す
る

議
論
を
手
が
か
り
に
し
て
│

法
学
六
一
巻
三
号
一
八
〇
頁

以
下
（
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
8
）

い
く
つ
か
の
業
法
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
書
面
交
付
義

務
は
、
そ
の
書
面
交
付
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
の
起
算

日
と
も
さ
れ
て
お
り
、
書
面
交
付
を
怠
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
起
算
が
開
始
せ
ず
、
い
つ
ま
で
も
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
に
よ
る
契
約
解
消
が
可
能
と
な
る
と
い
う
意
味
で
、

私
法
上
の
効
果
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
（
大
村
・
前
掲
注

（
1
）八
三
頁
）。

（
9
）

消
費
者
契
約
法
に
お
け
る
情
報
提
供
努
力
義
務
違
反
の

効
果
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
努
力
義

務
で
あ
る
以
上
、
同
条
に
規
定
す
る
義
務
違
反
を
理
由
と
し

て
契
約
の
取
消
し
や
損
害
賠
償
責
任
と
い
っ
た
私
法
的
効
力

は
発
生
し
な
い
と
い
う
の
が
立
法
者
の
見
解
で
あ
る
（
内
閣

府
国
民
生
活
局
消
費
者
企
画
課
編

逐
条
解
説
消
費
者
契
約

法

八
三
頁
（
商
事
法
務
、
新
版
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
）。

そ
の
結
果
、
消
費
者
契
約
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、

何
を
根
拠
と
し
て
、
事
業
者
が
消
費
者
に
対
し
て
情
報
提
供

義
務
を
負
う
の
か
、
ま
た
、
情
報
提
供
義
務
違
反
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
法
的
効
果
が
生
じ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
民
法

の
解
釈
に
委
ね
ら
れ
る
（
横
山
美
夏

消
費
者
契
約
法
に
お

け
る
情
報
提
供
モ
デ
ル

民
商
法
雑
誌
一
二
三
巻
四
・
五
号

五
五
五
頁
（
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
）。

（
10
）

説
明
義
務
・
情
報
提
供
義
務
が
対
象
と
し
て
い
る
局
面

で
は
、
損
害
賠
償
そ
の
他
の
民
事
責
任
な
い
し
要
件
と
し
て

説
明

義
務

・
情
報
提
供

義
務

が
語
ら
れ
る
場
合
と
、

説
明
・
情
報
提
供
に
関
す
る
リ
ス
ク
を
契
約
当
事
者
・
交
渉

当
事
者
の
一
方
に
負
わ
せ
る
際
の
論
拠
（
思
想
的
・
原
理
的

基
礎
）
と
し
て
説
明
義
務
・
情
報
提
供
義
務
が
語
ら
れ
る
場

合
と
が
あ
る
（
潮
見
佳
男

説
明
義
務
・
情
報
提
供
義
務
と

自
己
決
定

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
七
八
号
（

説
明
義
務
・
情

報
提
供
義
務
を
め
ぐ
る
判
例
と
理
論

）
一
〇
頁
（
二
〇
〇
五

年
）
を
参
照
）。
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
情
報
提
供
義
務
論
は
、

民
事
責
任
原
理
と
し
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国

に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
情
報
提
供
義
務
の
原
理
を
錯

誤
・
詐
欺
の
適
用
に
活
か
す
こ
と
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
適

し
た
具
体
的
な
制
度
を
立
法
に
よ
り
設
け
る
必
要
性
が
論
じ

ら
れ
（
大
村
・
前
掲
注（
1
）八
八
頁
）、
消
費
者
契
約
法
四
条

に
お
い
て
一
部
具
体
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）

潮
見
佳
男

比
較
法
の
視
点
か
ら
見
た

消
費
者
契
約

法

民
商
法
雑
誌
一
二
三
巻
四
・
五
号
六
一
九
頁
（
二
〇
〇

一
年
）。

（
12
）

潮
見
・
前
掲
注（
11
）六
四
七
頁
、
内
閣
府
・
前
掲
注
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（
9
）

逐
条
解
説

九
四
頁
。

（
13
）

内
閣
府
・
前
掲
注（
9
）

逐
条
解
説

一
〇
五
頁
。

（
14
）

二
〇
〇
二
年
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
一
四
七
条
は
、

双
務
的
な

法
律
行
為
（ne

g
o
´
cios

ju
rı́
dicos

bilaterais

）
に
お
い
て
、

他
方
当
事
者
が
認
識
し
て
い
な
い
、
事
実
（fato

）
又
は
品

質
（qu

alid
a
d
e

）
に
関
す
る
、
当
事
者
の
一
方
の
故
意
の
沈

黙
（sile

＾
n
cio

inte
n
cio

n
al

）
は
、
詐
欺
的
な
省
略
（o

m
is‑

sa
~

o
d
olosa

）
を
構
成
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
〔
詐
欺
的
な
省

略
〕
が
な
け
れ
ば
、（
法
律
）
行
為
は
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
規
定
す
る
。

詐
欺
的
な
省
略
（o

m
issa
~

o
d
olosa

）
と
は
、
消
極
的
詐

欺
（dolo

p
assiv

o

）
も
し
く
は
省
略
的
詐
欺
（dolo

o
m
is‑

siv
o

）
と
も
呼
ば
れ
（O

rla
n
d
o

G
O
M
E
S,

Intro
d
uç

a
~

o

a
o
direito

civil,
1
9

ae
d.,

R
io

d
e
Ja

n
eiro,

20
0
7,

p.

42
2

）、
行
為
義
務
違
反
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
詐
欺
的
黙
秘

（retice
＾

n
cia

）
の
こ
と
で
あ
る
（Silvio

R
O
D
R
I
G
U
E
S,

D
ireito

Civil1
P
arte

G
eral,

3
4

ae
d.,

S
a
~

o
P
a
ulo,

20
07,

p.
1
9
7

）。

重
要
な
理
論
的
問
題
と
し
て
、
明
文
規
定
が
存
在
す
る
場

合
に
の
み
、
情
報
提
供
義
務
と
い
う
行
為
義
務
を
一
方
当
事

者
に
認
め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
明
文
規
定
が
存
在
し
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
具
体
的
場
合
に
応
じ
て
、
裁
判
官
の
判

断
に
よ
り
、
情
報
提
供
義
務
が
課
さ
れ
、
詐
欺
的
な
省
略
の

存
在
が
肯
定
さ
れ
る
の
か
が
検
討
さ
れ
る
。
後
者
に
関
し
て
、

債
務
法
の
領
域
で
は
、
契
約
の
風
土
（cli

m
a
d
o
co

ntrato

）

が
契
約
当
事
者
の
信
頼
〔
信
義
誠
実
〕（bo

a‐
fe
´

）
を
義
務
づ

け
る
の
で
、
情
報
提
供
義
務
は
一
般
的
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア

民
法
一
一
七
五
条
・
一
三
三
七
条
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
民
法
一

一
三
四
条
は
、
信
頼
〔
信
義
誠
実
〕（bo

n
n
e
foi

）
を
明
文

で
規
定
す
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
法
で
も
、
二
〇
〇
二
年
新
民
法
四

二
二
条
に
よ
り
、
一
般
条
項
と
し
て
の

信
頼
〔
信
義
誠
実
〕

（bo
a‐
fe
´

）

が
規
定
さ
れ
、
こ
れ
を
根
拠
に
一
般
的
な
情
報

提
供
義
務
が
肯
定
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
法
で
は
、

民
法
一
四
七
条
の
下
で
、
他
方
当
事
者
が
そ
れ
を
認
識
し
て

い
れ
ば
契
約
を
締
結
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
状
況
に
関
し
て

沈
黙
す
る
と
い
う
、
契
約
当
事
者
の
一
方
の
詐
欺
的
な
省
略

が
、
詐
欺
的
行
為
（proce

di
m
e
nto

d
oloso

）
と
な
り
、
契

約
の
無
効
化
（an

ulaç
a
~

o
d
o
co

ntrato

）
を
も
た
ら
す
。

詐
欺
的
な
省
略
を
構
成
す
る
要
件
と
し
て
、
第
一
に
、
双

務
行
為
（ato

bilateral

）
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
他
方
当

事
者
を
侵
害
し
、
詐
欺
者
に
利
益
を
与
え
る
行
為
を
実
行
さ

せ
る
意
図
（inte

nç
a
~

o

）
を
有
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
詐
欺

者
が
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
べ
き
、
重
要
な
状
況
（circ

u
n‑

sta
＾

n
cia

rele
v
a
nte

）
に
関
し
て
沈
黙
し
た
こ
と
、
第
四
に
、

省
略
が
、
同
意
の
原
因
（ca

u
sa

d
o
co

n
se

nti
m
e
nto

）
で

あ
り
、

を
構
成
す
る
こ
と
、
第
五
に
、
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省
略
が
他
方
当
事
者
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
（
法
文
が

当
事

者
の
一
方
の
故
意
の
沈
黙
（sile

＾
n
cio

inte
n
cio

n
al

d
e
u
m
a

d
as

p
artes

）

に
言
及
す
る
た
め
）
が
必
要
で
あ
る
。

裁
判
例
で
は
、
契
約
の
目
的
物
た
る
建
物
の
ひ
び
割
れ
の

存
在
を
秘
匿
し
た
事
例
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
事
実
を
明

ら
か
に
す
べ
き
義
務
が
売
主
に
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
、
売

買
契
約
の
無
効
を
認
め
た
も
の
（R

T,
1
8
7/3

1
4

）、
第
三
者

の
遺
産
分
割
後
の
財
産
を
取
得
し
た
契
約
当
事
者
（
買
主
）

が
、
売
主
の
認
識
し
て
い
な
い
、
は
る
か
に
高
額
な
市
場
価

格
に
つ
き
沈
黙
し
た
こ
と
が
詐
欺
的
で
あ
る
と
さ
れ
た
も
の

（R
T,
1
61/2

7
6

）、
オ
レ
ン
ジ
畑
の
売
主
が
、
そ
の
果
物
に
つ

き
、le

prose

と
い
う
名
前
の
害
虫
か
ら
被
害
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
隠
し
て
い
た
と
い
う
省
略
が
詐
欺
的
で
あ
る
と
さ
れ

た
も
の
が
あ
る
（R

T,
1
6
8/16

5

）。

（
15
）

潮
見
・
前
掲
注（
11
）六
四
六
～
六
四
七
頁
、
六
五
四
～

六
五
五
頁
。

（
16
）

潮
見
・
前
掲
注（
11
）六
四
八
頁
。

（
17
）

消
費
者
契
約
法
制
定
の
最
大
の
価
値
は
、
一
方
で
情
報

格
差
是
正
の
観
点
か
ら
競
争
基
盤
（
自
己
決
定
基
盤
）
そ
の

も
の
を
維
持
す
る
と
い
う
目
的
が
民
事
ル
ー
ル
の
基
礎
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
他
方
で
交
渉
力
格
差
是
正
の

観
点
か
ら
、
公
正
な
取
引
（
競
争
）
の
促
進
│
│
不
公
正
な

取
引
（
消
費
者
の
意
思
決
定
の
脆
弱
性
に
つ
け
こ
ん
だ
契
約

自
由
の
濫
用
、
意
思
決
定
の
不
当
誘
導
等
）
に
対
す
る
無
価

値
評
価
│
│
を
は
か
る
目
的
も
民
事
ル
ー
ル
の
基
礎
に
盛
り

込
ま
れ
た
点
で
あ
り
、
民
法
理
論
と
し
て
も
画
期
的
な
視
点

を
内
包
し
て
い
る
（
潮
見
・
前
掲
注（
11
）六
二
〇
頁
）。

（
18
）

同
じ
く
欺
罔
の
意
図
を
要
し
な
い
類
型
と
し
て
、
ア
メ

リ
カ
法
上
の
詐
欺
（fra

u
d

）
の
要
件
を
緩
和
し
た
不
実
表
示

（m
isre

prese
ntatio

n

）
に
よ
る
契
約
の
取
消
し
で
は
、
①

事
実
と
異
な
る
表
示
が
な
さ
れ
た
こ
と
（assertio

n
n
ot

in

accord
a
n
ce

w
ith

facts/
false

re
prese

ntatio
n
as

to

fact

）、
②
そ
の
表
示
行
為
が
詐
欺
的
で
あ
る
か
ま
た
は
重
大

で
あ
る
こ
と
（fra

u
d
ule

nt
or

m
aterial

）、
③
当
事
者
が

そ
の
表
示
を
信
頼
し
て
契
約
締
結
の
意
思
表
示
を
な
し
（re‑

lia
n
ce

）、
そ
の
信
頼
が
正
当
で
あ
る
こ
と
（ju

stifie
d
re‑

lia
n
ce

）
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
法
上
の
②
要
件

は
、
消
費
者
契
約
法
の

重
要
事
項

と
同
様
、
不
実
表
示

の
成
立
範
囲
を
限
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ブ

ラ
ジ
ル
法
で
は
、
広
告
的
申
込
み
を
構
成
す
る
に
足
る
、
情

報
の

十
分
な
明
確
さ
（precisa

~
o
s
uficie

nte

）

が
、
唯

一
の
限
定
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
②
要
件
に
つ
い
て
、
不
実
表
示
者
が
騙
す
つ
も
り

が
な
い
ば
か
り
か
、
た
と
え
そ
の
表
示
が
真
実
で
あ
る
と
信

じ
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
重
大
性
の
要
件
を
み
た
す
と
き

に
は
、
不
実
表
示
が
成
立
し
う
る
。
ま
た
、
重
大
で
は
な
く
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と
も
、
詐
欺
的
つ
ま
り
虚
偽
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
悪
意
か

重
大
な
過
失
が
あ
る
と
き
（
十
分
な
根
拠
も
な
い
の
に
事
実

だ
と
断
言
す
る
よ
う
な
場
合
）
に
も
、
不
実
表
示
が
成
立
し

う
る
（
潮
見
・
前
掲
注（
11
）六
三
四
頁
）。

（
19
）

消
費
者
契
約
法
四
条
で
は

誤
認

が
要
求
さ
れ
る
一

方
、
ア
メ
リ
カ
法
の
不
実
表
示
で
は

信
頼
（relia

n
ce

）

が
要
求
さ
れ
、
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
法
の
広
告
的
申
込
み
に
関

す
る
規
定
（
三
〇
条
）
の
根
拠
も
客
観
的
信
頼
〔
信
義
誠
実
〕

（bo
a‐
fe
´

o
bjetiv

a
）
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
消
費
者
契
約
法

四
条
の
構
造
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
（Prin

ciples

of
E
u
ro

p
e
a
n
C
o
ntract

L
a
w

）
四
‥
一
〇
三
条
や
ユ
ニ
ド

ロ
ワ
国
際
商
事
契
約
原
則
（U

nidroit
P
rin

ciples
of

In‑
ter

n
atio

n
al

C
o
m
m
ercial

C
o
ntracts

）
三
・
五
条
一
項

で
採
用
さ
れ
て
い
る
情
報
リ
ス
ク
分
配
型
錯
誤
類
型
の
規
律

様
式
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
法
文
で
は
、

錯
誤

（
誤
認
）
の
リ
ス
ク
を
ど
ち
ら

の
契
約
当
事
者
が
引
き
受
け
る
べ
き
か
を
基
点
に
ル
ー
ル
が

立
て
ら
れ
、
情
報
開
示
・
提
供
に
あ
た
っ
て
の
提
供
者
側
の

帰
責
性
（
不
誠
実
性
）〔
情
報
収
集
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
錯
誤

相
手
方
の
帰
責
性
〕
の
観
点
か
ら
錯
誤
取
消
し
の
判
断
を
構

造
化
す
る
。
錯
誤
相
手
方
〔
消
費
者
契
約
で
は
事
業
者
〕
に

よ
る
誤
認
惹
起
も
し
く
は
錯
誤
是
正
措
置
義
務
違
反
が
認
め

ら
れ
る
場
合
（
錯
誤
者
〔
消
費
者
契
約
で
は
消
費
者
〕
の
誤

認
に
つ
き
錯
誤
相
手
方
〔
事
業
者
〕
に
帰
責
性
が
認
め
ら
れ

る
場
合
）
に
、
錯
誤
者
〔
消
費
者
〕
に
契
約
取
消
権
を
与
え

る
（
潮
見
・
前
掲
注（
11
）六
五
七
頁
）。

（
20
）

潮
見
・
前
掲
注（
11
）六
二
四
頁
。
ま
た
、
横
山
美
夏

説
明
義
務
と
専
門
性

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
七
八
号
（

説

明
義
務
・
情
報
提
供
義
務
を
め
ぐ
る
判
例
と
理
論

）
一
八
頁

以
下
（
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

（
21
）A

nto
＾

nio
H
E
R
M
A
N

D
E

V
A
S
C
O
N
C
E
L
L
O
S

E

B
E
N
J
A
M
I
N,

D
as

pra
´
ticas

co
m
erciais,

C
o
´

dig
o

B
rasileiro

d
e

D
efesa

d
o

C
o
n
s
u
m
id
or

C
o
m
e
nta

d
o

p
elos

A
utores

d
o

A
nte

projeto,
9

a
e
d.,

R
io

d
e

Ja
n
eiro,

20
0
7,

p.
2
73.

（
22
）

市
場
原
理
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
さ
ら
に
、
情
報
格
差
・
交

渉
力
格
差
か
ら
直
ち
に
、
自
由
競
争
市
場
の
機
能
不
全
を
是

正
す
べ
く
国
家
に
よ
る
市
場
へ
の
介
入
が
許
可
さ
れ
る
場
合

と
、
優
位
当
事
者
に
対
す
る
劣
位
当
事
者
の
信
頼
保
護
の
必

要
性
な
ど
を
背
景
に
、
優
位
当
事
者
へ
の
情
報
・
交
渉
力
リ

ス
ク
を
転
嫁
す
る
こ
と
が
正
当
化
で
き
る
場
合
に
、
市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
機
能
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
を
優
位
当
事
者
に

負
担
さ
せ
る
場
合
と
が
あ
る
（
潮
見
・
前
掲
注（
10
）一
〇
頁

以
下
）。

（
23
）

権
利
（
意
思
決
定
の
自
由
）
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
取
引
的

不
法
行
為
に
お
け
る
説
明
義
務
・
情
報
提
供
義
務
違
反
に
基
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づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
基
礎
づ
け
る
。
つ
ま
り
、
取
引
の
仕

組
み
自
体
が
複
雑
で
あ
り
、
消
費
者
に
と
っ
て
理
解
す
る
の

が
容
易
で
な
い
、
投
資
取
引
・
金
融
取
引
に
お
い
て
は
、
断

定
的
判
断
の
提
供
（
金
融
商
品
販
売
法
四
条
）
な
ど
の
積
極

的
行
為
に
よ
り
、
自
己
決
定
へ
の
不
当
な
干
渉
を
し
て
は
な

ら
な
い
の
み
な
ら
ず
、
情
報
自
体
の
持
つ
危
険
性
や
優
位
当

事
者
の
専
門
性
に
よ
り
、
消
極
的
行
為
（
不
作
為
）
に
よ
る

自
己
決
定
権
侵
害
を
避
け
る
義
務
（
劣
位
当
事
者
の
自
己
決

定
権
を
確
保
す
る
た
め
の
保
護
措
置
を
講
じ
る
義
務
）
を
負

う
べ
き
場
合
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
消
極
的
行
為
（
不
作
為
）

に
よ
る
自
己
決
定
権
侵
害
に
つ
い
て
は
、
情
報
の
重
要
度
、

情
報
の
所
在
（
情
報
提
供
の
可
能
性
）、
当
事
者
の
社
会
的
地

位
の
相
関
的
考
慮
か
ら
、
説
明
義
務
・
情
報
提
供
義
務
の
成

否
お
よ
び
内
容
・
程
度
が
導
か
れ
る
。

説
明
義
務
・
情
報
提
供
義
務
の
法
的
効
果
と
し
て
、
契
約

交
渉
プ
ロ
セ
ス
（
合
意
形
成
過
程
）
に
お
け
る
行
為
義
務
違

反
に
対
す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
損
害
賠
償
の
ほ
か
、

当
事
者
の
行
っ
た
選
択
・
決
定
が
他
者
に
よ
る
決
定

（Fre
m
d
b
esti

m
m
u
n
g

）
で
あ
っ
て
自
己
決
定
と
は
評
価
さ

れ
な
い
限
り
に
お
い
て
、
錯
誤
・
詐
欺
・
強
迫
の
場
合
と
同

様
に
、
契
約
が
無
効
ま
た
は
取
消
し
可
能
と
評
価
さ
れ
る
。

以
上
の
帰
結
は
、
優
位
当
事
者
の
営
業
権
等
の
権
利
・
利

益
を
制
約
し
、
情
報
・
交
渉
力
に
関
す
る
リ
ス
ク
の
一
部

（
損
害
賠
償
）
ま
た
は
全
部
（
契
約
無
効
化
）
を
転
嫁
す
る
こ

と
を
許
容
す
る
。
そ
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
、
権
利
（
意
思

決
定
の
自
由
）
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
情
報
格
差
・
交
渉
力
格
差

の
存
在
そ
れ
自
体
が
決
定
的
要
因
な
の
で
は
な
く
、
劣
位
当

事
者
の
自
己
決
定
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
決
定
的
で

あ
る
と
み
る
の
で
あ
る
（
潮
見
・
前
掲
注（
10
）一
四
頁
以
下
）。

（
24
）A

nto
＾

nio
H
E
R
M
A
N

D
E

V
A
S
C
O
N
C
E
L
L
O
S

E

B
E
N
J
A
M
I
N,

o
p.

cit.,
p.
2
7
2.

（
25
）

拙
稿
・
前
掲
注（
4
）五
八
頁
。

（
26
）

事
業
者
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
自
己
決
定
権
侵
害
と
い

う
構
成
で
は
な
く
、
契
約
目
的
の
挫
折
に
際
し
、
い
ず
れ
の

当
事
者
に
そ
の
障
碍
リ
ス
ク
を
負
担
さ
せ
る
か
と
い
う
リ
ス

ク
分
配
の
視
点
か
ら
も
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
栗
田
晶

行
為
基
礎
理
論
に
お
け
る
契
約
目
的
の
位
置
づ
け
│
ド
イ
ツ

に
お
け
る
リ
ス
ク
分
配
理
論
を
素
材
と
し
て
│

法
学
政
治

学
論
究
七
四
号
九
九
頁
以
下
（
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
）。
そ

の
場
合
、
損
害
賠
償
と
い
う
効
果
は
、
行
為
義
務
違
反
に
対

す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
当
事
者
が
契
約
を
通
じ
て

追
及
し
た
経
済
的
目
的
の
契
約
不
適
合
に
対
す
る
法
的
救
済

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
契
約
適
合
性
に
つ
き
、
甲
斐
道

太
郎
ほ
か
編

注
釈
国
際
統
一
売
買
法
Ⅰ

二
七
一
頁
以
下

〔
鹿
野
菜
穂
子
執
筆
〕（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参

照
）。
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（
27
）

ブ
ラ
ジ
ル
法
で
は
、
本
報
告
で
示
し
た
情
報
格
差
・
交

渉
力
格
差
の
是
正
と
し
て
事
業
者
が
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
情
報
の
他
に
、
製
品
・
役
務
の
危
険
性
に
関
す
る
情
報

が
あ
り
、
製
造
業
者
に
情
報
提
供
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

指
示
・
警
告
上
の
欠
陥

と
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
。

（
28
）

拙
稿
・
前
掲
注（
4
）五
二
頁
。

（
29
）

ブ
ラ
ジ
ル
民
法
に
お
い
て
、
商
業
広
告
は
、
詐
欺
（do‑

lo

）
と
い
う
同
意
の
瑕
疵
（vı́

cio
d
o
co

n
se

nti
m
e
nto

）
を

構
成
す
る
不
可
欠
な
要
件
の
一
つ
で
あ
る
、
欺
く
意
思
（

‑

）
が
存
在
し
な
い

善
詐
欺
（

）

と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
民
法
上
の
詐
欺
（do‑

lo

）
に
当
た
ら
ず
、
法
律
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な

い
（O

rla
n
d
o
G
O
M
E
S,

o
p.

cit.,
p.
4
21

）。

（
30
）

拙
稿

ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
法
研
究
序
説
～
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
民
事
法
の
理
解
に
向
け
て
～

国
際
商
事
法
務
三
五
巻

三
号
三
四
八
頁
（
二
〇
〇
七
年
）。

（
31
）

拙
稿
・
前
掲
注（
4
）五
八
頁
。

（
32
）

拙
稿
・
前
掲
注（
30
）
三
四
八
頁
。
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